
灯
を
奉
納
す
る
風
習
が
全
国
各
地
に

残
っ
て
い
ま
す
。
頼
成
で
も
川
原
の

地
蔵
堂
前
に

行

っ
た
り
し
ま
す
。

戦
前
か
ら
戦
後
の

一
時
期
ま
で
、
地
蔵
祭
は
正
月
の

左
義
長
、
田
祭
り
の
夜
高
行
灯
と
と
も
に
、
子
供
た
ち

が
中
心
と
な

っ
て
活
動
す
る
行
事
で
し
た
が
、
今
で
は

子
供
が
少
な
く
な

っ
た
う
え
、
世
話
役
の
大
人
た
ち
の

都
合
で
、
も
と
も
と
は
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
て
い
た
行
事
を
、
二
十
四
日

一
日
で
終
え

て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
歴
史
と
信
仰
の
遺
産
と
し
て
、
大
入
達
の
手

で
地
蔵
堂
を
護
持
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
な
こ
と

で
す
が
、

「子
供
の
加
護
を
祈
願
す
る
子
供
が
主
役
の

行
事
」
と
い
う
地
蔵
祭
本
来
の
姿
が
継
承
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動

二
十

一
日
か
ら
十
日
間

今
回
の
重
点
の
中
に
は
、
高
齢

者̈
の
運
動

ｏ
運
転
能
力
等
の
理
解

に
基
づ
く
安
全
行
動
と
保
護
活
動

を
徹
底
す
る
た
め
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
重
点
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

ア
　
一局
齢
者
自
身
が
自
分
の
身
体
機
能
の
変
化
を
的
確

に
認
識
し
て
安
全
な
行
動
を
取
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ
　
特
に
街
頭
で
の
高
齢
歩
行
者

・
電
動
車
い
す
利
用

者

・
高
齢
自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
指
導
，

保
護

・
誘
導
活
動
を
徹
底
す
る
。

ウ
　
一品
齢
運
転
者
標
識

（高
齢
者
マ
ー
ク
）
を
必
ず
着

用
す
る
こ
と
。
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
七
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
マ
ー
ク
表
示
が
義
務
化
さ
れ
、
違

反
し
た
場
合
罰
則
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
参
加

・
体
験

・
実
践
型
の
交
通
安
全
教
育
等

の
機
会
を
設
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
に
積
極
的
に
参

加
し
、
交
通
ル
ー
ル

・
マ
ナ
ー
の
理
解
向
上
と
安
全
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
。

道
路
交
通
法
が
日
ま
ぐ
る
し
く
改
正
さ
れ
て
い
ま

釘
ど
岬
釉
浸
嚇
螺
江
け
バ
社
製
ば
一
雌
糊
腱

・ 反
讚
撫
糊

学
級
で
も
、
今
月
十
八
日
に
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

研
修
の
機
会
を
設
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

七
十
歳
以
上
の
免
許
更
新
に
は

高
齢
者
講
習
の
受
講
が
義
務

免
許
証
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日

（誕
生
日
の

一

ヶ
月
後
）
に
、
満
七
十
歳
以
上
の
人
は
、
県
公
安
委
員

会
の
認
定
す
る

「高
齢
者
講
習
」
を
受
講
し
な
い
と
、

免
許
証
の
更
新
手
続
き
が
出
来
ま
せ
ん
。
更
新
期
間
が

満
了
す
る
前
六
ヶ
月
以
内
に
指
定
実
施
施
設
宝

番
近
い

と
こ
ろ
は
大
田
の
ア
ク
ロ
ス
中
央
自
動
車
学
校
）
で
必
ず

受
講
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
所
要
時
間
約
二
時
間
、
手

数
料
六
、　
一
五
〇
円
。
予
約
が
必
要
で
す
。

備
さ
れ
る
庄
東
出
張
所
の
早
期
着
工
の
必
要
性
を
強
く
求

め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

質
問
の
中
で
福
島
議
員
は
、
現
在
の
救
急
体
制
で
は
、

砺
波
消
防
本
部
か
ら
の
緊
急
出
動
で
、
般
若
自
治
振
興
会

館
ま
で
約
十
分
、
東
般
若
振
興
会
館
ま
で
約
十
三
分
、
栴

檀
野
振
興
会
館
、
栴
檀
山
振
興
会
館
ま
で
十
五
分
の
所
要

時
間
が
か
か
り
、
日
本
全
国
の
平
均
到
着
時
間
六
．
五
分
、

砺
波
広
域
圏
全
体
の
平
均
七
．
四
分
と
比
較
し
、
庄
東
地

域
の
住
民
が
人
命
尊
重
の
観
点
か
ら
き
わ
め
て
不
利
な
環

境
に
お
か
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
質
問
に
対
し
安
念
市
長
も
そ
の
必
要
性
を
認
識

し
、
庄
東
出
張
所
を
二
十
年
着
工
、
二
十

一
年
完
成
を
目

処
に
努
力
し
た
い
と
答
弁
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

福
島
議
員
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
救
急
車
が
配
備
さ
れ
、

到
着
時
間
が
三
分
か
ら
五
分
程
度
に
な
る
と
、
七
十
％
か

ら
五
十
％
の
確
率
で
救
命
率
の
向
上
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
、
市
内
で
も
高
年
齢
化
の
特
に
著
し
い
庄
東

地
区
に
と
っ
て
は
、　
一
刻
も
早
い
完
工

・
運
用
開
始
が
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

達
に
供
養
の
菓
子
や
手
料

理
な
ど
を
振
る
舞
っ
た

り
、
地
域
の
子
供
達
が

一

堂
に
会
す
る
た
め
、
子
供

達
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を 様

変
わ
り
す
る

「地
蔵
祭
』

八
月
二
十
四
日
、
地
蔵
さ
ん
を
持

つ
各
常
会
で
、
伝
統
の

「地
蔵
祭
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
蔵
祭
り
は
、
親
よ
り
先
に
な
く

な

っ
た
子
供
が
賽
の
河
原
で
苦
し
ん

で
い
る
の
を
地
蔵
菩
薩
が
救
う
と
い

う
仏
教
説
話
に
基
づ
い
て
、
子
供
た

ち
が
辻
々
に
建
て
ら
れ
た
地
蔵
尊
の

前
に
詣
り
、
そ
の
加
護
を
祈
る
行
事

と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
す

る
こ
と
が
地
蔵
祭
の
大
切
な
目
的
な

の
で
、
子
供
が

生
ま
れ
る
と
そ

の
子
の
名
前
を

書
い
た
職
や
提

は
、
子
供

の
　
　
　
　
　
」

名
前
を
書
い
た
職
が
何
本
も
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。　
写
真
右
こ

そ
う
い
う
わ
け
で
地
蔵
祭
は
本

来
子
供
が
主
役
の
祭
で
、
地
蔵
の

一馴
に

集
ま

つ
た

子
供

卜ご

鶴 木

警想
バ

輩ズと
車デ庄末は間
の l束 の自く
配夕 市分た



地
域
環
境
美
化
の
た
め

炎
天
下
に
汗
流
し
て

光
寿
会
で
は
八
月
二
日
い
か
る

ぎ
館
、
八
月
三
日
般
若
改
善
セ
ン

タ
ー
の
清
掃
奉
仕
を
行
い
ま
し

た
。
両
日
と
も
朝
か
ら
暑
く
、
日

中
は
三
十
五
度
近
い
猛
暑
と
な
り

ま
し
た
が
、
役
員

一
同
汗
に
ま
み

れ
て
奉
仕
し
ま
し
た
。

先
月
二
十
日
に
は
、
い
か
る
ぎ
館
の
玄
関
屋
根
ベ
ン

キ
が
近
年
さ
び
始
め
た
た
め
、
自
治
会
委
員
の
方
々

が
、
炎
天
下
の
中

「さ
び
止
め
と

ベ
ン
キ
塗
り
」
を
さ
れ
ま
し
た
。

屋
根
の
上
は

直
に
さ
わ
る

と
ヤ
ケ
ド
し

そ
う
だ

っ
た

と
の
事
。

猛
暑
を
い

と
わ
ず
、
地
域
の
環
境
美
化
保

全
の
た
め
に
汗
を
流
さ
れ
て
い

る
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
し
た
い

も
の
で
す
　
　
ま
た
、
同
日
、
頼
成
自
治
会
委
員
に
よ

る
ア
ク
ア
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
作
業
や
林
道
頼
成
線

斧
谷

い
か
は
ま
の
湯
の
器

の
踏
査
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

空
き
缶

・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
等
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
入
り
口
が
背
丈
の
高

い
雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
た
め
草

刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
治
会

委
員
の
皆
様
に
は
、
早
朝
か
ら
ず

っ
と
働
き
ず
く
め
。
ま
こ
と
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

（な
お
、
い
か
る
ぎ
館
ベ
ン
キ
塗
り
な
ど
自
治
会
活

動
の
写
真
と
記
事
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
頼
成
自

治
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

☆

九
月
二
十
四
園
（水
曜
園
）

光
寿
会
ベ
タ
ン
ク
大
会

☆

十
月
十
園
日

（火
）
～

十
五
轟

（水
）

秋
の

一
泊
旅
行
郡
上
八
幡
方
面

宿
泊
場
所
検
討
中

警

心

ベ
タ
ン
ク
大
会
開
く

般
若
地
区
体
育
振
興
会
が

主
催
す
る
第

一
回
ペ
タ
ン
ク

大
会
が
、
八
月
二
日
庄
東
小

学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
頼

成
か
ら
は
頼
友
会

・
一
四
会

・
光
寿
会
の
混
成
四
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
林
久
子
さ
ん

ｎ
原
）、
島
照
子
さ
ん
公
文
こ
、

八
田
茂
興
さ
ん

２
り

ら
が

開
田
道
雄
さ
ん

缶
川
５

、

出
場
、
林
久
子
さ
ん
、
八
日
茂
興
さ
ん
の
所
属
す
る
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

二τ
　
一静

　
の
　

つヽ
　
た

拒
今
の
一
日
の
い
の
ち
あ
り
が
た
く

友
誇
い
金
う
せ
み
Ｌ
ギ
れ
　

然
　
オ
一

急
=」

震言
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頂』T数
平のム

9,用 で予 華
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予 定

★ 1 日 定例役員会

★ 24日  光寿会ベタンク大会


